
センサタグを用いた
状態監視システム

Condition Monitoring System using Wireless Sensor Tags

【概要】
鉄道沿線設備の状態監視を効率的に行うため、保守用車に搭載

したアンテナと、設備毎に設置したセンサタグを用いて、車両と設備が
すれ違う際、無線でセンサデータを収集する状態監視システムを開発
しました。
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【特徴】
車両と管理対象設備がすれ違う短時間で、機器の識別と異常データ

の有無の確認ができます。さらに、携帯端末を用いると、センサタグの
詳細データの確認ができます。

【用途】
保守用車上で、移動しながら沿線設備の状態監視ができますので、

不具合設備の早期発見や補修に役立てることができます。
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車載アンテナとセンサタグがすれ違う際に取得したデータ例

携帯端末により取得したセンサタグの詳細データ例

車載アンテナがセンサタグと
すれ違う際、対象設備の
識別番号と、複合センサによる
異常判定結果を受信します。
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